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１．経営成績等の概況 

(1) 当期の経営成績の概況 

当期（平成29年４月～平成30年３月）におけるわが国の経済を振り返りますと、雇用のひっ迫感が強ま

るなか賃金が緩やかながらも増加し、個人消費は持ち直しの傾向がみられました。また、輸出は、海外景気

の緩やかな回復等を背景に、ＩＣや半導体製造装置といった情報関連財や、建設機械や産業用ロボットとい

った資本財を中心に増加するなど、持ち直しの動きが続きました。こうしたなか、企業の生産活動は、内外

需要の回復を受けて増産基調にあるほか、設備投資も底堅く推移しました。総じてみると、景気は緩やかに

回復している状況となりました。 

当行の主な営業地盤であります三重・愛知両県下においては、労働需給の引き締まりを受けて雇用者所得

の改善が続いたことを背景に、個人消費は緩やかに回復しました。また、海外景気の緩やかな回復等を受け

て輸出が増加するなか、企業の生産活動は主要産業の電子部品・デバイスや自動車関連を中心に増産基調が

続きました。設備投資についても、製造業の幅広い業種で維持・更新投資や省力化投資の実施に伴い着実に

増加を続けており、景気は回復が持続しました。 

 

このような経済環境の下、当行の連結ベースの業績は次のようになりました。 

経常収益は、融資アレンジメント手数料等やリース業に係る収益が増加したことなどから、前連結会計年

度比12億64百万円増加し339億85百万円となりました。 

一方、経常費用は、国債等債券売却損やリース業に係る費用が増加したことなどから、前連結会計年度比

8億10百万円増加し286億円となりました。 

以上の結果、経常利益は前連結会計年度比4億54百万円増加し53億85百万円、親会社株主に帰属する

当期純利益は同3億27百万円増加し38億75百万円となりました。 

セグメントごとの損益状況は、「銀行業」の経常収益は、前連結会計年度比 2 億 60 百万円減少し 266 億

13 百万円、セグメント利益（経常利益）は、同3億76 百万円増加し47 億 67 百万円となりました。また、

「リース業」の経常収益は、前連結会計年度比15億62百万円増加し65億55百万円、セグメント利益（経

常利益）は、同1億63百万円増加し1億78百万円、「信用保証業」の経常収益は、同1億51百万円減少し

6億72百万円、セグメント利益（経常利益）は、同1億58百万円減少し4億82百万円、「その他」の経常

収益は、同6億60百万円減少し14億42百万円、セグメント利益（経常利益）は、同6億35百万円減少し

1億39百万円となりました。 

 

(2) 当期の財政状態の概況 

貸出金は、地元事業性貸出金の増強に努めましたものの、前連結会計年度末比 108 億円減少し、1 兆

3,642億円となりました。 

預金は、地元預金の増強に努めました結果、預金と譲渡性預金を合わせた残高は前連結会計年度末比

64億円増加し、1兆7,596億円となりました。 

有価証券は、市場動向を注視しつつ機動的な運用に努めました結果、前連結会計年度末比171億円減少し、

4,265億円となりました。 

 

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、預金の増加等により、146 億 91 百万円（前連結会計年度比

202億30百万円増加）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却・償還による収入が取得による支出を上回り、

171億76百万円（前連結会計年度比277億22百万円増加）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済による支出等により、△26 億 83 百万円（前連結会

計年度比52億52百万円増加）となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は、291 億 83 百万円増加し、1,278 億 77 百万円

となりました。 
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(4) 今後の見通し 

当行は中期経営計画「成長 ～地域とともに～『深化のステージ』」（平成 30 年４月～平成 33 年３月）を

遂行することで、お客さまとのリレーションを構築し、最適なソリューションを提供するビジネスモデルの

更なる深化に取り組んでまいります。 

平成31年３月期の銀行単体の業績は、経常利益54億円、当期純利益は38億円を見込んでおります。 

（注）業績見通しは、将来の業績に関するリスクと不確実性に影響されます。 

将来の業績は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い、目標対比変化することにご留意下さい。 

 

(5) 利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

当行は、株主のみなさまに対する利益還元を最重要施策と位置付け、内部留保の充実に留意しつつ、安定

的な配当を継続することを配当に関する基本方針としてまいりました。当期の配当金は、中間配当金として

１株当たり32円50銭をお支払いしており、期末配当金につきましては１株当たり32円50銭を予定してお

ります。 

 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当行グループは、企業間の比較可能性等を考慮し、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しております。

なお、国際会計基準の適用につきましては、今後の我が国における会計基準の動向等を勘案し対応を検討し

てまいります。 



３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

  前連結会計年度 
(平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成30年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 103,835 132,991 

コールローン及び買入手形 3,527 1,593 

買入金銭債権 3,466 2,947 

商品有価証券 72 76 

有価証券 443,715 426,575 

貸出金 1,375,057 1,364,201 

外国為替 2,268 1,818 

リース債権及びリース投資資産 8,635 10,638 

その他資産 20,010 29,097 

有形固定資産 10,768 10,568 

建物 5,439 5,234 

土地 3,506 3,503 

リース資産 2 － 

建設仮勘定 196 － 

その他の有形固定資産 1,622 1,830 

無形固定資産 2,553 2,347 

ソフトウエア 2,336 2,159 

その他の無形固定資産 216 187 

退職給付に係る資産 3,693 4,393 

繰延税金資産 289 295 

支払承諾見返 8,557 7,157 

貸倒引当金 △5,264 △5,101 

資産の部合計 1,981,186 1,989,602 

負債の部    

預金 1,653,833 1,671,488 

譲渡性預金 99,400 88,202 

債券貸借取引受入担保金 12,104 20,052 

借用金 60,393 46,752 

外国為替 4 58 

その他負債 15,984 14,668 

賞与引当金 573 564 

退職給付に係る負債 182 163 

執行役員退職慰労引当金 61 68 

睡眠預金払戻損失引当金 163 175 

繰延税金負債 8,132 10,529 

支払承諾 8,557 7,157 

負債の部合計 1,859,390 1,859,881 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成30年３月31日) 

純資産の部    

資本金 15,295 15,295 

資本剰余金 11,437 11,256 

利益剰余金 72,949 75,884 

自己株式 △61 － 

株主資本合計 99,621 102,437 

その他有価証券評価差額金 21,797 26,440 

繰延ヘッジ損益 △662 △329 

退職給付に係る調整累計額 118 820 

その他の包括利益累計額合計 21,252 26,932 

非支配株主持分 920 351 

純資産の部合計 121,795 129,720 

負債及び純資産の部合計 1,981,186 1,989,602 
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

経常収益 32,721 33,985 

資金運用収益 17,627 17,519 

貸出金利息 14,043 13,768 

有価証券利息配当金 3,453 3,627 

コールローン利息及び買入手形利息 23 24 

預け金利息 64 76 

その他の受入利息 42 22 

役務取引等収益 6,226 6,683 

その他業務収益 1,776 1,549 

その他経常収益 7,091 8,232 

貸倒引当金戻入益 190 － 

償却債権取立益 0 0 

その他の経常収益 6,901 8,232 

経常費用 27,790 28,600 

資金調達費用 1,624 1,062 

預金利息 711 482 

譲渡性預金利息 48 9 

債券貸借取引支払利息 12 17 

借用金利息 164 35 

その他の支払利息 688 516 

役務取引等費用 1,757 1,697 

その他業務費用 113 410 

営業経費 19,055 18,972 

その他経常費用 5,239 6,456 

貸倒引当金繰入額 － 193 

その他の経常費用 5,239 6,262 

経常利益 4,931 5,385 

特別利益 105 1 

固定資産処分益 1 1 

移転補償金 104 － 

特別損失 246 88 

固定資産処分損 104 19 

減損損失 141 69 

税金等調整前当期純利益 4,789 5,298 

法人税、住民税及び事業税 1,380 1,454 

法人税等調整額 △160 △77 

法人税等合計 1,220 1,376 

当期純利益 3,569 3,921 

非支配株主に帰属する当期純利益 20 45 

親会社株主に帰属する当期純利益 3,548 3,875 
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連結包括利益計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

当期純利益 3,569 3,921 

その他の包括利益 △211 5,684 

その他有価証券評価差額金 △1,097 4,648 

繰延ヘッジ損益 584 333 

退職給付に係る調整額 301 702 

包括利益 3,357 9,606 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 3,333 9,554 

非支配株主に係る包括利益 24 51 
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 15,295 11,388 70,249 △56 96,876 

会計方針の変更による 
累積的影響額     27   27 

会計方針の変更を反映した 
当期首残高 

15,295 11,388 70,276 △56 96,903 

当期変動額           

剰余金の配当     △875   △875 

親会社株主に帰属する 
当期純利益     3,548   3,548 

自己株式の取得       △5 △5 

自己株式の処分     △0 0 0 

連結子会社株式の取得 
による持分の増減   49     49 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － 49 2,673 △4 2,717 

当期末残高 15,295 11,437 72,949 △61 99,621 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券 
評価差額金 繰延ヘッジ損益 

退職給付に係る 
調整累計額 

その他の包括 
利益累計額合計 

当期首残高 22,898 △1,247 △183 21,468 945 119,290 

会計方針の変更による 
累積的影響額         0 28 

会計方針の変更を反映した 
当期首残高 

22,898 △1,247 △183 21,468 946 119,319 

当期変動額             

剰余金の配当           △875 

親会社株主に帰属する 
当期純利益           3,548 

自己株式の取得           △5 

自己株式の処分           0 

連結子会社株式の取得 
による持分の増減           49 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

△1,101 584 301 △215 △26 △241 

当期変動額合計 △1,101 584 301 △215 △26 2,476 

当期末残高 21,797 △662 118 21,252 920 121,795 
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当連結会計年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 15,295 11,437 72,949 △61 99,621 

当期変動額           

剰余金の配当     △875   △875 

親会社株主に帰属する 
当期純利益     3,875   3,875 

自己株式の取得       △4 △4 

自己株式の消却     △65 65 － 

連結子会社株式の取得 
による持分の増減   △180     △180 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － △180 2,934 61 2,815 

当期末残高 15,295 11,256 75,884 － 102,437 

 

             

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券 
評価差額金 繰延ヘッジ損益 

退職給付に係る 
調整累計額 

その他の包括 
利益累計額合計 

当期首残高 21,797 △662 118 21,252 920 121,795 

当期変動額             

剰余金の配当           △875 

親会社株主に帰属する 
当期純利益           3,875 

自己株式の取得           △4 

自己株式の消却             

連結子会社株式の取得 
による持分の増減           △180 

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） 

4,642 333 702 5,679 △569 5,109 

当期変動額合計 4,642 333 702 5,679 △569 7,925 

当期末残高 26,440 △329 820 26,932 351 129,720 
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 4,789 5,298 

減価償却費 1,799 1,772 

減損損失 141 69 

貸倒引当金の増減（△） △674 △163 

賞与引当金の増減額（△は減少） △51 △8 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 484 270 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10 18 

執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 7 

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 1 11 

資金運用収益 △17,627 △17,519 

資金調達費用 1,624 1,062 

有価証券関係損益（△） △578 △280 

為替差損益（△は益） 0 0 

固定資産処分損益（△は益） 103 17 

貸出金の純増（△）減 △40,969 10,855 

預金の純増減（△） 39,288 17,654 

譲渡性預金の純増減（△） 4,600 △11,198 

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減

（△） 
219 △12,641 

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △4,811 27 

コールローン等の純増（△）減 △2,306 2,453 

商品有価証券の純増（△）減 △0 △4 

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） △134 7,948 

外国為替（資産）の純増（△）減 69 450 

外国為替（負債）の純増減（△） 3 53 

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 △1,765 △2,141 

資金運用による収入 18,839 18,412 

資金調達による支出 △1,941 △1,236 

その他 △5,122 △5,074 

小計 △4,002 16,117 

法人税等の支払額 △1,537 △1,426 

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,539 14,691 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の取得による支出 △95,521 △42,009 

有価証券の売却による収入 26,197 7,959 

有価証券の償還による収入 61,411 52,729 

有形固定資産の取得による支出 △1,022 △927 

無形固定資産の取得による支出 △1,613 △544 

有形固定資産の売却による収入 11 4 

その他 △9 △36 

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,546 17,176 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

劣後特約付借入金の返済による支出 △7,000 △1,000 

配当金の支払額 △875 △875 

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1 

自己株式の取得による支出 △5 △4 

自己株式の売却による収入 0 － 

リース債務の返済による支出 △54 △2 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の 

取得による支出 
－ △799 

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,935 △2,683 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △24,021 29,183 

現金及び現金同等物の期首残高 122,715 98,693 

現金及び現金同等物の期末残高 98,693 127,877 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

連結子会社による自己株式の取得 

１．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称 事業の内容

三重銀総合リース株式会社 リース業

 

(2) 企業結合日

 平成30年３月９日

 

(3) 企業結合の法的形式 

 非支配株主からの株式買取

 

(4) 結合後企業の名称

 名称に変更はありません。

 

(5) その他取引の概要に関する事項

 資本構成見直しによるグループ経営のガバナンスの強化を目的として、非支配株主が保有する株式を買取した

ものであります。

 

２．実施した会計処理の概要

 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日)及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成25年９月13日)に基づき、共通支配下の取引等

として処理しております。

 

３．自己株式の取得に関する事項

取得原価及びその内訳

取得の対価 現金預け金 799百万円

取得原価   799百万円

 

４．非支配株主との取引に係る当行の持分変動に関する事項

(1) 資本剰余金の変動要因

連結子会社による自己株式の取得

 
(2) 非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

180百万円
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（セグメント情報）

１. 報告セグメントの概要 

 当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当行グループは、銀行業務を中核に、リース業務、信用保証業務等の金融サービスに係る事業を行っております。

 従いまして、当行グループは、連結会社の事業の内容によるサービス別のセグメントから構成されており、「銀行

業」、「リース業」及び「信用保証業」の３つを報告セグメントとしております。

 「銀行業」は、預金業務、貸出業務、内国為替業務、外国為替業務、国債・投資信託・保険の窓販、社債の受託及び

登録業務等を行っております。「リース業」は、リース業務を行っております。「信用保証業」は、信用保証業務を行

っております。

 

２. 報告セグメントごとの経常収益、利益、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。セグメント間の取引は、第三者間取引価格に基づいて

おります。 

 

３. 報告セグメントごとの経常収益、利益、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日) 

              (単位：百万円) 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 
連結財務諸
表計上額   銀行業 

リース
業 

信用 

保証業 
計 

経常収益                
外部顧客に対する経
常収益 

26,302 6,473 480 33,256 728 33,985 － 33,985 

セグメント間の内部
経常収益 

310 82 192 585 713 1,298 △1,298 － 

計 26,613 6,555 672 33,841 1,442 35,284 △1,298 33,985 

セグメント利益 4,767 178 482 5,427 139 5,566 △181 5,385 

セグメント資産 1,973,829 19,751 5,909 1,999,491 5,052 2,004,544 △14,941 1,989,602 

セグメント負債 1,848,518 18,024 3,930 1,870,473 2,540 1,873,014 △13,132 1,859,881 

その他の項目                

減価償却費 1,622 135 11 1,769 13 1,783 △10 1,772 

資金運用収益 17,645 1 4 17,651 35 17,686 △167 17,519 

資金調達費用 1,032 52 － 1,085 0 1,086 △23 1,062 

貸倒引当金繰入額 132 29 24 186 7 194 △0 193 

株式等償却 1 － － 1 － 1 － 1 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
1,084 394 0 1,479 17 1,497 △25 1,471 

(注) １ 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常収益と連

結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。

２ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、クレジットカード業、コンピ

ュータシステム開発・運行業を含んでおります。

３ 調整額は、次のとおりであります。

 (1) セグメント利益の調整額△181百万円は、セグメント間取引消去であります。 

 (2) セグメント資産の調整額△14,941百万円は、セグメント間取引消去であります。

 (3) セグメント負債の調整額△13,132百万円は、セグメント間取引消去であります。

４ セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

 

 
当連結会計年度

(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 9,610円35銭

１株当たり当期純利益 287円90銭

(注) １ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。
 

 
当連結会計年度

(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額 百万円 129,720

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 351

(うち非支配株主持分) 百万円 351

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 129,369

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数

千株 13,461

 
２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

 
当連結会計年度

(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益    

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 3,875

普通株主に帰属しない金額 百万円 －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 3,875

普通株式の期中平均株式数 千株 13,462

 

３ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式がないので記載しておりません。 

 

 

（重要な後発事象）

当行と株式会社第三銀行との経営統合について

 当行と株式会社第三銀行（取締役頭取 岩間 弘、以下、「第三銀行」といい、当行と第三銀行を総称して、以

下、「両行」といいます。）は、平成29年２月28日に両行間で締結した基本合意書（以下、「本基本合意書」とい

います。）に基づき、平成29年９月15日に開催したそれぞれの取締役会において、両行の株主総会の承認及び関係

当局の認可等が得られることを前提として、株式移転の方式により平成30年４月２日をもって両行の完全親会社と

なる「株式会社三十三フィナンシャルグループ」（以下、「共同持株会社」といいます。）を設立すること（以

下、「本件株式移転」といいます。）、並びに共同持株会社の概要及び本件株式移転の条件等について決議し、同

日、当該決議に基づき、両行間で経営統合契約書を締結するとともに、株式移転計画書を共同で作成いたしまし

た。

 また、平成29年12月15日に開催された両行の臨時株主総会並びに第三銀行の普通株主による種類株主総会及びＡ

種優先株主による種類株主総会において、株式移転計画は承認され、平成30年４月２日付で共同持株会社が設立さ

れました。 

１．企業結合の概要 

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容 

第三銀行 銀行業 
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(2) 企業結合を行った主な理由 

 両行は、三重県に本店を置く地域金融機関としての社会的使命を果たすことで、地域の皆様の厚いご愛顧の

下、確固たる営業基盤と安定的な収益基盤を構築してまいりました。しかし、近年、人口減少や高齢化の進展

等社会の構造的な問題が及ぼす地域経済への影響の増大に加え、FinTech等の技術革新を通じた異業種からの金

融分野への進出による新たな金融競争の発生、市場金利の低下等の金融環境変化がもたらす金融機関同士の競

争激化等、地域金融機関の経営環境は大きく変化してきており、こうした環境変化への対応力がこれまで以上

に求められているものと認識しております。 

 こうした環境変化の中、両行は、地域金融機関として地域経済の発展・成長に向けて持続的に貢献していく

ためには、三重県、愛知県及び近接地域におけるプレゼンスをこれまで以上に発揮できる強固な経営基盤を確

立し、将来を見据えた新たなビジネスモデルを確立していく必要があると判断しました。両行は、本基本合意

書に基づき、平成30年４月２日を目処に共同株式移転の方式により共同持株会社を設立し経営統合を行うこと

に向け、協議・検討を進めてまいりましたが、平成29年９月15日、両行が「対等の精神」において経営統合を

行うことについて最終的な合意に至りました。 

 

(3) 企業結合日 

平成30年４月２日 

 

(4) 企業結合の法的形式 

株式移転による共同持株会社の設立 

 

(5) 結合後企業の名称 

株式会社三十三フィナンシャルグループ 

 

(6) 取得した議決権比率 

100％ 

 

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠 

企業結合に関する会計基準上の取得決定要素に基づいております。 

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

取得の対価 企業結合日に交付した共同持株会社の普通株式 30,240百万円

  企業結合日に交付した共同持株会社の第一種優先株式 30,000百万円

取得原価   60,240百万円

 

３．株式の種類別の移転比率及びその算定方法並びに交付株式数 

(1) 株式の種類別の移転比率 

① 三重銀行の普通株式１株に対し、共同持株会社の普通株式１株 

② 第三銀行の普通株式１株に対し、共同持株会社の普通株式0.7株 

③ 第三銀行のＡ種優先株式１株に対し、共同持株会社の第一種優先株式0.7株 

 

(2) 算定方法 

 三重銀行はＳＭＢＣ日興証券株式会社を、第三銀行はみずほ証券株式会社を、第三者算定機関としてそれぞ

れ選定しております。 

 これらの第三者算定機関による算定・分析結果を踏まえて、両行間で慎重に交渉・協議を重ねた結果、株式

移転比率を決定し、合意いたしました。 

 

(3) 交付株式数 

① 普通株式： 26,167,585株 

② 第一種優先株式： 4,200,000株 
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４．個別財務諸表

(1) 貸借対照表

    (単位：百万円) 

  前事業年度 
(平成29年３月31日) 

当事業年度 
(平成30年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 103,815 132,967 

現金 21,812 21,531 

預け金 82,003 111,436 

コールローン 3,527 1,593 

買入金銭債権 3,466 2,947 

商品有価証券 72 76 

商品地方債 72 76 

有価証券 444,913 427,594 

国債 102,875 95,047 

地方債 85,714 79,737 

社債 62,821 63,700 

株式 47,616 53,876 

その他の証券 145,886 135,232 

貸出金 1,381,145 1,369,519 

割引手形 3,755 4,284 

手形貸付 15,927 13,231 

証書貸付 1,192,105 1,198,611 

当座貸越 169,356 153,392 

外国為替 2,268 1,818 

外国他店預け 2,261 1,812 

買入外国為替 0 0 

取立外国為替 7 6 

その他資産 9,541 17,402 

前払費用 57 66 

未収収益 1,572 1,631 

金融派生商品 4,231 4,862 

金融商品等差入担保金 1,626 2,108 

その他の資産 2,053 8,733 

有形固定資産 10,365 9,855 

建物 5,430 5,225 

土地 3,506 3,503 

リース資産 2 － 

建設仮勘定 196 － 

その他の有形固定資産 1,228 1,125 

無形固定資産 2,544 2,364 

ソフトウエア 2,332 2,181 

その他の無形固定資産 212 182 

前払年金費用 3,525 3,254 

支払承諾見返 8,557 7,157 

貸倒引当金 △3,984 △3,925 

資産の部合計 1,969,759 1,972,626 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当事業年度 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

預金 1,660,804 1,678,749 

当座預金 111,656 128,045 

普通預金 764,245 802,936 

貯蓄預金 8,849 8,436 

通知預金 10,546 12,286 

定期預金 744,847 711,607 

定期積金 4,346 4,435 

その他の預金 16,313 11,001 

譲渡性預金 99,400 88,202 

債券貸借取引受入担保金 12,104 20,052 

借用金 54,000 36,000 

借入金 54,000 36,000 

外国為替 4 58 

売渡外国為替 － 54 

未払外国為替 4 4 

その他負債 9,164 7,091 

未払法人税等 671 638 

未払費用 835 752 

前受収益 410 280 

従業員預り金 1,178 1,173 

給付補填備金 0 0 

金融派生商品 2,975 2,753 

金融商品等受入担保金 300 130 

リース債務 2 － 

資産除去債務 66 65 

その他の負債 2,722 1,297 

賞与引当金 521 515 

退職給付引当金 95 103 

執行役員退職慰労引当金 61 68 

睡眠預金払戻損失引当金 163 175 

繰延税金負債 7,985 10,038 

支払承諾 8,557 7,157 

負債の部合計 1,852,863 1,848,214 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当事業年度 

(平成30年３月31日) 

純資産の部    

資本金 15,295 15,295 

資本剰余金 11,144 11,144 

資本準備金 11,144 11,144 

利益剰余金 69,604 72,183 

利益準備金 4,151 4,151 

その他利益剰余金 65,452 68,032 

固定資産圧縮積立金 41 40 

別途積立金 61,704 64,004 

繰越利益剰余金 3,707 3,987 

自己株式 △61 － 

株主資本合計 95,982 98,623 

その他有価証券評価差額金 21,576 26,118 

繰延ヘッジ損益 △662 △329 

評価・換算差額等合計 20,913 25,789 

純資産の部合計 116,895 124,412 

負債及び純資産の部合計 1,969,759 1,972,626 
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(2) 損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

経常収益 26,873 26,613 

資金運用収益 17,736 17,645 

貸出金利息 14,041 13,771 

有価証券利息配当金 3,568 3,753 

コールローン利息 23 24 

預け金利息 64 76 

その他の受入利息 38 19 

役務取引等収益 5,848 6,339 

受入為替手数料 1,069 1,067 

その他の役務収益 4,778 5,271 

その他業務収益 1,776 1,550 

外国為替売買益 227 168 

国債等債券売却益 416 186 

金融派生商品収益 1,132 1,195 

その他の業務収益 － 0 

その他経常収益 1,511 1,078 

貸倒引当金戻入益 193 － 

償却債権取立益 0 0 

株式等売却益 476 391 

その他の経常収益 841 687 

経常費用 22,476 21,848 

資金調達費用 1,597 1,032 

預金利息 711 483 

譲渡性預金利息 48 9 

債券貸借取引支払利息 12 17 

借用金利息 137 5 

金利スワップ支払利息 682 510 

その他の支払利息 5 5 

役務取引等費用 1,929 1,882 

支払為替手数料 263 263 

その他の役務費用 1,665 1,618 

その他業務費用 113 410 

商品有価証券売買損 0 0 

国債等債券売却損 113 410 

営業経費 18,064 17,982 

その他経常費用 770 540 

貸倒引当金繰入額 － 132 

貸出金償却 44 0 

株式等売却損 156 － 

株式等償却 74 1 

その他の経常費用 496 406 

経常利益 4,397 4,765 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成30年３月31日) 

特別利益 104 0 

固定資産処分益 0 0 

移転補償金 104 － 

特別損失 246 88 

固定資産処分損 104 18 

減損損失 141 69 

税引前当期純利益 4,255 4,676 

法人税、住民税及び事業税 1,188 1,213 

法人税等調整額 △162 △57 

法人税等合計 1,026 1,156 

当期純利益 3,229 3,520 
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(3) 株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本 
合計 

  

資本準備金 資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金

合計   
固定資産 

圧縮積立金 
別途積立金 

繰越利益 
剰余金 

当期首残高 15,295 11,144 11,144 4,151 43 59,004 4,027 67,226 △56 93,609 

会計方針の変更に
よる累積的影響額             24 24   24 

会計方針の変更を 
反映した当期首残高 15,295 11,144 11,144 4,151 43 59,004 4,052 67,250 △56 93,633 

当期変動額                     

剰余金の配当             △875 △875   △875 

固定資産圧縮積立
金の取崩         △1   1 －     

別途積立金の積立           2,700 △2,700 －     

当期純利益             3,229 3,229   3,229 

自己株式の取得                 △5 △5 

自己株式の処分             △0 △0 0 0 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

                    

当期変動額合計 － － － － △1 2,700 △344 2,353 △4 2,348 

当期末残高 15,295 11,144 11,144 4,151 41 61,704 3,707 69,604 △61 95,982 

 

         

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差

額金 

繰延ヘッジ
損益 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 22,705 △1,247 21,458 115,067 

会計方針の変更に
よる累積的影響額       24 

会計方針の変更を 
反映した当期首残高 

22,705 △1,247 21,458 115,092 

当期変動額         

剰余金の配当       △875 

固定資産圧縮積立
金の取崩         

別途積立金の積立         

当期純利益       3,229 

自己株式の取得       △5 

自己株式の処分       0 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

△1,129 584 △545 △545 

当期変動額合計 △1,129 584 △545 1,803 

当期末残高 21,576 △662 20,913 116,895 
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当事業年度（自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日）

                  (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 株主資本 
合計 

  

資本準備金 
資本剰余金

合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金

合計   
固定資産 

圧縮積立金 別途積立金 
繰越利益 
剰余金 

当期首残高 15,295 11,144 11,144 4,151 41 61,704 3,707 69,604 △61 95,982 

当期変動額                     

剰余金の配当             △875 △875   △875 

固定資産圧縮積立
金の取崩         △1   1 －     

別途積立金の積立           2,300 △2,300 －     

当期純利益             3,520 3,520   3,520 

自己株式の取得                 △4 △4 

自己株式の消却             △65 △65 65 － 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

                    

当期変動額合計 － － － － △1 2,300 280 2,579 61 2,640 

当期末残高 15,295 11,144 11,144 4,151 40 64,004 3,987 72,183 － 98,623 

 

         

  評価・換算差額等 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差

額金 

繰延ヘッジ
損益 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 21,576 △662 20,913 116,895 

当期変動額         

剰余金の配当       △875 

固定資産圧縮積立
金の取崩         

別途積立金の積立         

当期純利益       3,520 

自己株式の取得       △4 

自己株式の消却         

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

4,541 333 4,875 4,875 

当期変動額合計 4,541 333 4,875 7,516 

当期末残高 26,118 △329 25,789 124,412 
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５．役員の異動（平成 30 年６月 20 日付予定） 

  (1) 代表取締役の異動 

該当ございません 

 

(2) その他の役員の異動 

① 新任取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補 

 東海
とうかい

 悟
さとる

 （現 常務執行役員） 

  

 ② 退任予定取締役（監査等委員である取締役を除く。） 

     取締役    宅
たく

野
の

 一郎
いちろう

  （現 株式会社三重銀カード社長） 

             
【新任取締役候補者の略歴】 

 

   東海 悟（とうかい さとる） 

    昭和 35 年 7 月 4日生（57 歳） 

昭和 58 年 4 月  当行入行 

平成 20 年 4 月  久居支店長 

平成 22 年 10 月  事務管理部 部付部長 兼 ファースト支店長 

平成 23 年 4 月  事務管理部長 兼 ファースト支店長 

平成 24 年 4 月  執行役員 事務管理部長 兼 ファースト支店長 

平成 26 年 11 月  執行役員 総務部長 

平成 27 年 4 月  常務執行役員 総務部長 

平成 29 年 4 月  常務執行役員（現職） 

平成 30 年 4 月  株式会社三十三フィナンシャルグループ 

執行役員 リスク統括部長 兼 コンプライアンス統括部長（現職） 

 

 
                                             以 上 
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Ⅰ.　平成30年３月期　決算の概況

１．損益状況

【単体】 (単位：百万円)

1 22,208 487 21,721

2 （ 22,433 ） （ 1,015 ） （ 21,418 ）

3 16,612 473 16,139

4 4,457 539 3,918

5 1,139 △ 523 1,662

6 △ 224 △ 526 302

7 17,932 △ 103 18,035

8 10,151 △ 41 10,192

9 6,924 38 6,886

10 856 △ 99 955

11 4,276 591 3,685

12 4,500  1,118  3,382

13 △ 36 △  36 －

14 4,313 628 3,685

15 △ 224 △ 526 302

16 451 △ 260 711

17 169 74 95

18 0 △ 44 44

19 169 169 －

20 － △ 50 50

21 － △ 193 193

22 － 37 △ 37

23 － △ 230 230

24 0 0 0

25 390 144 246

26 230 △ 137 367

27 4,765 368 4,397

28 △ 88 53 △ 141

29 △ 18 86 △ 104

30 69 △ 72 141

31 － △ 104 104

32 4,676 421 4,255

33 1,213 25 1,188

34 △ 57 105 △ 162

35 1,156 130 1,026

36 3,520 291 3,229

37 132 229 △ 97

（注1）実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

（注2）コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

（注3）29年3月期は貸倒引当金の取崩額が繰入額を上回るため、貸倒引当金戻入益を臨時損益に計上

　　　 しております。

株 式 等 関 係 損 益

移 転 補 償 金

減 損 損 失

当 期 純 利 益

信用コスト（(1)＋(2)－(3)－(4)）

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

債 権 売 却 損 等

償 却 債 権 取 立 益 (4)

特 別 損 益

固 定 資 産 処 分 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 (3) （ 注 3）

一 般 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

個 別 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

貸 出 金 償 却

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

人 件 費

物 件 費

税 金

実 質 業 務 純 益 （ 注 1 ）

コ ア 業 務 純 益 （ 注 2 ）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 (1)

不 良 債 権 処 理 額 (2)

臨 時 損 益

国 債 等 債 券 損 益

業 務 純 益

国 債 等 債 券 損 益 （ 5 勘 定 尻 ）

（ 除 く 国 債 等 債 券 損 益 ）

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

29年3月期比

そ の 他 業 務 利 益

30年3月期 29年3月期

業 務 粗 利 益
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【連結】 (単位：百万円)

1 22,581 447 22,134

2 16,456 454 16,002

3 4,985 516 4,469

4 1,138 △ 524 1,662

5 18,909 △ 102 19,011

6 197 285 △ 88

7 3 △ 43 46

8 △ 54 △ 54 －

9 232 232 －

10 15 15 －

11 － △ 55 55

12 － △ 190 190

13 0 0 0

14 525 222 303

15 1,384 △ 32 1,416

16 5,385 454 4,931

17 △ 86 55 △ 141

18 △ 17 86 △ 103

19 69 △ 72 141

20 － △ 104 104

21 5,298 509 4,789

22 1,454 74 1,380

23 △ 77 83 △ 160

24 1,376 156 1,220

25 3,921 352 3,569

26 45 25 20

27 3,875 327 3,548

（注）29年3月期は貸倒引当金の取崩額が繰入額を上回るため、貸倒引当金戻入益を計上しております。

（参考）

28 5,103 1,186 3,917

29 4,933 714 4,219

（注1）連結コア業務純益＝連結業務純益（一般貸倒引当金繰入前）－国債等債券損益

（注2）連結業務純益＝単体業務純益＋連結経常利益－単体経常利益

（連結対象会社数） （社）

5 0 5

非支配株主に帰属する当期純利益

連 結 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 出 金 償 却

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 （ 注 ）

債 務 保 証 損 失 引 当 金 繰 入 額

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

移 転 補 償 金

連 結 コ ア 業 務 純 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

29年3月期

連 結 粗 利 益

資 金 利 益

信 用 コ ス ト

そ の 他 業 務 利 益

親会社株主に帰属する当期純利益

30年3月期
29年3月期比

経 常 利 益

償 却 債 権 取 立 益

そ の 他

株 式 等 関 係 損 益

債 権 売 却 損 等

連 結 子 会 社 数

減 損 損 失

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

固 定 資 産 処 分 損 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

役 務 取 引 等 利 益
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２．業務純益【単体】

　(単位：百万円)

4,276 591 3,685

3,372 450 2,922

4,500 1,118 3,382

3,549 867 2,682

4,313 628 3,685

3,401 479 2,922職員一人当たり（千円）

業 務 純 益

職員一人当たり（千円）

コ ア 業 務 純 益

29年3月期

実 質 業 務 純 益

職員一人当たり（千円）

29年3月期比
30年3月期

３．利鞘【単体】

(単位：％)

資金運用利回（Ａ） 0.95 0.00 0.95

1.00 △ 0.03 1.03

0.92 0.09 0.83

資金調達原価（Ｃ） 1.03 △ 0.05 1.08

1.04 △ 0.04 1.08

預金等利回 0.02 △ 0.02 0.04

経　費　率 1.01 △ 0.03 1.04

△ 0.04 0.01 △ 0.05

△ 0.08 0.05 △ 0.13

預金等原価（Ｄ）

30年3月期

総資金利鞘（Ａ）－（Ｃ）

29年3月期

有価証券利回

貸出金利回（Ｂ）

29年3月期比

預貸金利鞘（Ｂ）－（Ｄ）

４．有価証券関係損益【単体】

　(単位：百万円)

△ 224 △ 526 302

186 △ 230 416

－ － －

410 297 113

－ － －

－ － －

390 144 246

391 △ 85 476

－ △ 156 156

1 △ 73 74

償 却

29年3月期比

売 却 益

国 債 等 債 券 損 益
（ ５ 勘 定 尻 ）

売 却 損

償 還 益

30年3月期 29年3月期

償 却

売 却 損

償 還 損

売 却 益

株 式 等 関 係 損 益
（ ３ 勘 定 尻 ）
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５．自己資本比率（国内基準）

【単体】   (単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 7.81 △ 0.06 7.87

(2)自己資本の額 95,399 1,009 94,390

(3)リスクアセット等の額 1,221,127 21,880 1,199,247

(4)総所要自己資本額 48,845 876 47,969

【連結】   (単位：百万円、％)

(1)自己資本比率 8.03 △ 0.12 8.15

(2)自己資本の額 99,590 776 98,814

(3)リスクアセット等の額 1,238,926 26,480 1,212,446

(4)総所要自己資本額 49,557 1,060 48,497

（注1）「自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等

　　に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示

　　第19号）」に基づき算出しております。

（注2）「総所要自己資本額」は、「リスクアセット等の額」に４％を乗じた額であります。

６．ＲＯＥ【単体】
　(単位：％)

3.47 0.32 3.15

2.83 0.07 2.76

業 務 純 益 ベ ー ス

29年3月末比
29年3月末

30年3月期 29年3月期
29年3月期比

29年3月末

当 期 純 利 益 ベ ー ス

30年3月末
[速報値] 29年3月末比

30年3月末
[速報値]

㈱三十三フィナンシャルグループ（7322)（㈱三重銀行分）平成30年３月期 決算短信
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Ⅱ　貸出金等の状況

１．貸出金の残高【単体】

1,369,519 △ 11,626 1,381,145

1,015,706 14,457 1,001,249

（ 74.2 ）（ 1.7）（ 72.5）

429,850 924 428,926

う ち 住 宅 ロ ー ン 418,287 △ 1,624 419,911

う ち そ の 他 ロ ー ン 11,562 2,548 9,014

1,376,576 19,514 1,357,062

２．預金等の残高【単体】
  　 (単位：百万円)

1,766,951 6,747 1,760,204

1,758,251 28,210 1,730,041

（注）譲渡性預金を含んでおります。

３．個人預かり資産の残高【単体】
  　 (単位：百万円)

1,482,991 27,607 1,455,384

1,108,449 17,983 1,090,466

68,706 △ 9,800 78,506

301,286 19,990 281,296

4,548 △ 567 5,115

（注）保険は、一時払個人年金保険及び一時払終身保険等の販売額累計であります。

公 共 債

うち中小企業等貸出残高

貸 出 金 （ 平 残 ）

預 金 等 （ 末 残 ）

預 金 等 （ 平 残 ）

（中小企業等貸出比率）

う ち 消 費 者 ロ ー ン

個 人 預 か り 資 産

投 資 信 託

保 険 （ 注 ）

30年3月末

30年3月末 29年3月末
29年3月末比

個 人 預 金

（単位：百万円、％）

30年3月末 29年3月末
29年3月末比

貸 出 金 （ 末 残 ）

29年3月末
29年3月末比

㈱三十三フィナンシャルグループ（7322)（㈱三重銀行分）平成30年３月期 決算短信
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４．リスク管理債権の状況

【単体】  　　 (単位：百万円)

破 綻 先 債 権 額 1,128 675 453

延 滞 債 権 額 15,141 △ 2,930 18,071

３ ヶ 月 以 上 延 滞 債 権 額 68 68 －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 820 △ 3 823

合 計 17,159 △ 2,189 19,348

1,369,519 △ 11,626 1,381,145

(単位：％)

破 綻 先 債 権 0.08 0.05 0.03

延 滞 債 権 1.11 △ 0.20 1.31

３ ヶ 月 以 上 延 滞 債 権 0.01 0.01 －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 0.06 0.00 0.06

合 計 1.25 △ 0.15 1.40

【連結】  　　 (単位：百万円)

破 綻 先 債 権 額 1,136 671 465

延 滞 債 権 額 15,482 △ 3,012 18,494

３ ヶ 月 以 上 延 滞 債 権 額 68 68 －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 820 △ 3 823

合 計 17,508 △ 2,275 19,783

1,364,201 △ 10,856 1,375,057

(単位：％)

破 綻 先 債 権 0.08 0.05 0.03

延 滞 債 権 1.13 △ 0.22 1.35

３ ヶ 月 以 上 延 滞 債 権 0.01 0.01 －

貸 出 条 件 緩 和 債 権 0.06 0.00 0.06

合 計 1.28 △ 0.16 1.44

29年3月末
29年3月末比

30年3月末 29年3月末
29年3月末比

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

貸
出
金
残
高
比

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

貸
出
金
残
高
比

30年3月末
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５．貸倒引当金等の状況

【単体】 （単位：百万円）

3,925 △ 59 3,984

一 般 貸 倒 引 当 金 351 △ 36 387

個 別 貸 倒 引 当 金 3,574 △ 23 3,597

特 定 海 外 債 権 引 当 勘 定 － － －

【連結】 （単位：百万円）

5,101 △ 163 5,264

一 般 貸 倒 引 当 金 563 △ 54 617

個 別 貸 倒 引 当 金 3,944 △ 124 4,068

債 務 保 証 損 失 引 当 金 593 15 578

６．金融再生法開示債権の状況【単体】

　 　　 (単位：百万円)

4,451 79 4,372

11,880 △ 2,372 14,252

889 66 823

17,221 △ 2,226 19,447

1,384,295 △ 10,218 1,394,513

1,401,516 △ 12,444 1,413,960

　 　　 (単位：％)

1.23 △ 0.15 1.38

７．金融再生法開示債権の保全状況【単体】
　 　　 (単位：百万円)

保　　全　　額　　（Ｃ） 15,542 △ 2,295 17,837

2,596 793 1,803

12,945 △ 3,088 16,033

　 　　 (単位：％)

保　　全　　率（Ｃ）／（Ａ） 90.3 △ 1.4 91.7

29年3月末

貸 倒 引 当 金

30年3月末
29年3月末比

30年3月末

貸 倒 引 当 金

29年3月末比
29年3月末

29年3月末比

総 与 信 残 高 ( Ｂ )

総 与 信 残 高 比 ( Ａ ) ／ ( Ｂ )

29年3月末
29年3月末比

29年3月末

30年3月末

30年3月末

担 保 保 証 等

正 常 債 権

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

貸 倒 引 当 金

危 険 債 権

要 管 理 債 権

金 融 再 生 法 開 示 債 権 （ Ａ ）
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８．開示基準別の分類・保全状況

【単体】

（30年3月末） （単位：億円）

区　　分
与信残高

破産更生債権

9 2 - - 及びこれらに 11
(0) (9) 準ずる債権

44 26 17 100.00%
18 14 - - ＜28＞

(1) (6)
151

危険債権
87 18 12 118 98 8 89.34%

(8)

要管理先 要管理債権

9 0 9 8 4 0 53.65%

貸出条件
緩和債権 8

小　計
172 129 25 90.25% 合　計 171

＜156＞ ＜156＞

要管理先 正常債権
以外の 　総与信に占める金融再生法に基 貸出金に占めるリスク

要注意先 　づく開示債権（小計）の割合 管理債権の割合

519 211 307

13,842

13,322

合　計

13,649 352 12 - 14,015
(9) (16) ＜13,999＞

（注1）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
（注2）総与信＝貸出金＋支払承諾見返＋銀行保証付私募債＋外国為替＋貸出金に準ずる仮払金＋未収利息
（注3）自己査定結果の分類は引当後の計数で、（　）内は分類額に対する引当金であります。
（注4）保全率:（担保・保証による保全額＋引当額)÷債権区分毎の金額
（注5）当行は部分直接償却は行っておりませんが、実施した場合の計数を＜ ＞内に記載しております。
（注6）30年3月期貸出金残高13,695億円、部分直接償却を実施した場合の貸出金残高は13,679億円となります。

※償却・引当後

自己査定結果 金融再生法に基づく開示債権 リスク管理債権
対象：総与信（注2） 対象：総与信 対象：貸出金

分　　　類 担保・
保証

による
保全額

引当額
保全率
（注3）

区　分

0

破綻先
債権

破綻先

要
注
意
先

残　高
Ⅳ分類与信残高 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類

区　　分

11

実質破綻先

延滞債権

32

118
破綻懸念先

3ヶ月以上
延滞債権

1.23%
＜1.11%＞

1.25%

＜13,999＞

＜1.14%＞

正常先

13,322

合　計

14,015
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９．業種別貸出金の残高【単体】

（単位：百万円）

1,369,519 △ 11,626 1,381,145

製 造 業 150,367 △ 12,308 162,675

農 業 , 林 業 2,326 126 2,200

漁 業 5 2 3

鉱 業 , 採 石 業 , 砂 利 採 取 業 2,099 △ 343 2,442

建 設 業 49,499 △ 2,083 51,582

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業 50,556 6,397 44,159

情 報 通 信 業 5,465 150 5,315

運 輸 業 , 郵 便 業 54,469 1,549 52,920

卸 売 業 , 小 売 業 115,250 △ 1,727 116,977

金 融 業 , 保 険 業 60,858 △ 1,730 62,588

不 動 産 業 , 物 品 賃 貸 業 308,221 △ 8,751 316,972

各 種 サ ー ビ ス 業 111,306 9,161 102,145

地 方 公 共 団 体 18,580 △ 3,423 22,003

そ の 他 440,511 1,353 439,158

国 内 店 分
（除く特別国際 金融 取引 勘定 分）

29年3月末
29年3月末比

30年3月末
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Ⅲ　有価証券の評価損益

１．有価証券の評価基準

売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理）

満期保有目的有価証券 償却原価法

その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入）

子会社株式及び関連会社株式 原価法

２．評価損益
【単体】 （単位：百万円）

55 △ 64 55 － 119 119 －

－ － － － － － －

37,207 6,513 39,223 2,016 30,694 32,675 1,980

株 式 30,198 6,550 30,309 111 23,648 23,766 117

債 券 2,262 △ 650 2,337 75 2,912 3,061 149

そ の 他 4,746 613 6,576 1,829 4,133 5,847 1,713

37,262 6,448 39,278 2,016 30,814 32,794 1,980

株 式 30,198 6,550 30,309 111 23,648 23,766 117

債 券 2,262 △ 650 2,337 75 2,912 3,061 149

そ の 他 4,801 548 6,631 1,829 4,253 5,966 1,713

（注）「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表は、貸借対照表価額と取得原価との差額

を計上しております。

【連結】 （単位：百万円）

55 △ 64 55 － 119 119 －

37,878 6,672 39,894 2,016 31,206 33,187 1,980

株 式 30,869 6,709 30,980 111 24,160 24,278 117

債 券 2,262 △ 650 2,337 75 2,912 3,061 149

そ の 他 4,746 613 6,576 1,829 4,133 5,847 1,713

37,933 6,607 39,949 2,016 31,326 33,306 1,980

株 式 30,869 6,709 30,980 111 24,160 24,278 117

債 券 2,262 △ 650 2,337 75 2,912 3,061 149

そ の 他 4,801 548 6,631 1,829 4,253 5,966 1,713
（注）「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表は、連結貸借対照表価額と取得原価との

差額を計上しております。

29年3月末

30年3月末

評価損

評価損益

30年3月末

評価損益
29年3月末比

評価損

評価益

そ の 他 有 価 証 券 ( 注 )

評価益

評価益

合 計

合 計

子会社・関連 会社 株式

29年3月末比

その他有価証 券（ 注）

29年3月末

評価損益

満 期 保 有 目 的

満 期 保 有 目 的

評価損 評価損

評価損益 評価益
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Ⅳ　業績予想

【単体】 (単位：百万円)

30年9月中間期 29年9月中間期 増減率 31年3月期 30年3月期 増減率

（予想） （実績） （％） （予想） （実績） （％）

13,300 13,616 △ 2.3 26,400 25,864 2.1

2,800 2,923 △ 4.2 5,400 4,765 13.3

2,000 2,306 △ 13.3 3,800 3,520 8.0

2,500 2,445 2.2 4,800 4,722 1.7

2,500 2,421 3.3 4,800 4,700 2.1

2,500 2,445 2.2 4,800 4,758 0.9

（注）株式会社第三銀行との経営統合を機に表示方法の変更を行う予定であり、29年9月中間期及び30年3月期の実績を
　　　組替えております。

通期

コ ア 業 務 純 益

実 質 業 務 純 益

業 務 純 益

経 常 利 益

経 常 収 益

当 期 （ 中 間 ） 純 利 益

中間期
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Ⅴ　三十三フィナンシャルグループ　２行合算

（三重銀行と第三銀行の２行単体計数の単純合算）

１．損益状況【２行単体単純合算】 (単位：百万円)

47,869 158 47,711

（ 48,031 ） （ 788 ） （ 47,243 ）

38,792 769 38,023

7,844 △ 7 7,851

1,233 △ 603 1,836

△ 162 △ 630 468

38,448 △ 137 38,585

21,632 △ 36 21,668

14,793 △ 11 14,804

2,022 △ 90 2,112

9,421 296 9,125

9,583  926  8,657

200  265 △  65

9,221 31 9,190

△ 162 △ 630 468

959 409 550

1,494 △ 212 1,706

0 △ 45 45

1,033 △ 318 1,351

237 139 98

223 12 211

－ △ 193 193

－ 37 △ 37

－ △ 230 230

2 1 1

2,015 331 1,684

436 58 378

10,180 439 9,741

△ 519 △ 258 △ 261

△ 43 △ 18 △ 25

465 125 340

－ △ 104 104

9,661 182 9,479

1,703 20 1,683

90 △ 1,264 1,354

1,793 △ 1,245 3,038

7,867 1,426 6,441

1,692 246 1,446

（注1）実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

（注2）コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

30年3月期 29年3月期
29年3月期比

業 務 粗 利 益

（ 除 く 国 債 等 債 券 損 益 ）

法 人 税 等 合 計

当 期 純 利 益

信用コスト（(1)＋(2)－(3)－(4)）

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

償 却 債 権 取 立 益 (4)

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 (1)

一 般 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

国 債 等 債 券 損 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

人 件 費

貸 出 金 償 却

物 件 費

固 定 資 産 処 分 損 益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

税 金

実 質 業 務 純 益 （ 注 1 ）

コ ア 業 務 純 益 （ 注 2 ）

個 別 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

移 転 補 償 金

税 引 前 当 期 純 利 益

業 務 純 益

国 債 等 債 券 損 益 （ 5 勘 定 尻 ）

臨 時 損 益

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

そ の 他

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 (3)

不 良 債 権 処 理 額 (2)

減 損 損 失
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２．貸出金の残高【２行単体単純合算】
（単位：百万円、％)

2,646,045 4,717 2,641,328

2,038,152 35,113 2,003,039

（ 77.0 ） （ 1.2 ）（ 75.8 ）

832,250 12,194 820,056

う ち 住 宅 ロ ー ン 801,388 8,553 792,835

う ち そ の 他 ロ ー ン 30,861 3,641 27,220

2,626,650 27,468 2,599,182

３．預金等の残高【２行単体単純合算】
（単位：百万円)

3,582,044 24,810 3,557,234

3,525,956 24,077 3,501,879

（注）譲渡性預金を含んでおります。

４．個人預かり資産の残高【２行単体単純合算】
（単位：百万円)

3,171,980 39,548 3,132,432

2,449,826 6,785 2,443,041

112,695 △ 12,857 125,552

599,543 47,000 552,543

9,914 △ 1,381 11,295

（注）保険は、一時払個人年金保険及び一時払終身保険等の販売額累計であります。

30年3月末 29年3月末
29年3月末比

貸 出 金 （ 末 残 ）

うち中小企業等貸出残高

30年3月末 29年3月末
29年3月末比

（中小企業等貸出比率）

う ち 消 費 者 ロ ー ン

貸 出 金 （ 平 残 ）

30年3月末

公 共 債

預 金 等 （ 末 残 ）

預 金 等 （ 平 残 ）

29年3月末
29年3月末比

個 人 預 か り 資 産

個 人 預 金

投 資 信 託

保 険 （ 注 ）
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